
お土産品（特産品）一品開発プロジェクト

　５月からスタートした「貯健手帳」による健康づくりの取組も４ヶ月が過ぎました。今月は

ポイントカードの交付と湯原小学校の取組をご紹介します。

　いま、社会は少子高齢化に伴い暮らし方が大きく変わりつつあります。七ヶ宿町においても

人口減少がかつてないスピードで進んでいることから、早急にその対策を講じていくことに町

ぐるみで取り組んでいます。

　滞在交流プロジェクトの目指すところは、自然豊かな森の木と水を活かして、自然と対
たい

峙
じ

し

ながら新たな暮らし方を提案し、実践的に滞在・定住環境を構築していきます。 

　林業と福祉に関わるお仕事をする３名

の町民の方と、定住などに関わる町職員

３名でチームを作りました。

◆プロジェクトチームメンバー

①小山真光（古河林業㈱）

②高橋茂美（七ヶ宿町森林組合）

③今野りえ（七ヶ宿町社会福祉協議会）

④岩間広一（産業振興課新規就農者担当）

⑤永倉喜一（建設課住宅担当）

⑥安藤友幸（総務課移住定住担当）

⑦宮原博通（プロジェクト推進室長）

⑧今野一弘（プロジェクト推進室）

短期体験プログラムを開催します

【目的】　外部から町に人を受け入れ、滞在人口の増加および永住などによる人口の増加を

　　　　図ることにより、町の機能を維持し、さらに活性化を目指します。 

【理由】　集落機能を維持するために、人口の減少化傾向に歯止めをかける必要があります。 

【誰を】　○自然志向のライフスタイルを求めている人たち

 　　○田舎暮らしに興味を持っている人たち 

　　　　　（新規就農者、アーティスト、フードビジネス関連事業従事者 など） 

【方策】　短・中・長期滞在プログラムの実践をとおしＰＲと誘致を行います。

どれくらいポイントが貯まりましたか！？

ポイントカードを交付しました
　総合健診の事後指導に併せ貯健手帳の中間ポイント

を集計し、約６０名の方にポイントカードが交付され

ました。多い方では５，０００ポイント以

上も獲得する方もいました。今後ポイン

トカードは保健センターでいつでも交付

いたします。貯健手帳を持参のうえポイ

ントカードの交付を受けてください。

１，０００ポイントを突破する児童が７名誕生！
　学校を挙げて貯健手帳に取り組む湯原小学校で、８

月２９日に１０００ポイントと５００ポイントを突破

した児童に、横塚校長先生から賞状が手渡されました。

湯原小学校のみなさんは、健康になると同時に小さな

ことをコツコツと続けていく大きな力を身につけてい

ると言えます。これからも頑張っていきましょう！

△

お問い合わせ　総務課プロジェクト推進室（☎３７－２１９４　担当：今野）

普段から自分の健康を意識しましょう！
「1 日 1 分の健康づくり！」取り組んでいますか？

だれもがだいすきな水守の郷
しちかしゅく  の実現に向けて

■１０月のボーナスポイントの対象事業は次のようなものになります。

　対象事業へのご参加をお待ちしています。参加したら貯健手帳に記録しておきましょう！

・健康相談　・豊齢者大学　　　・わんぱく探検スクール　　　・ねんりんピック

・ダム湖一周ウォーキング　　　・秋の幸まつり　　　　　　　・趣味のサークル活動

・元気な地域づくり事業や清掃活動などの地域の行事

　作品・アイディア審査会を開催します。たくさんの応募をお待ちしています。

●日　時　１１月１６日（金）　午後１時３０分

●会　場　七ヶ宿町活性化センター

プロジェクトの目的や商品化に向けてのスケジュール、町のサポート体制、審査基準など

は別に配布する「お土産品 ( 特産品 ) 一品開発プロジェクト」のチラシをご覧ください。

滞在・交流プロジェクトはじめます

▲事後指導の後にポイントカードを交付（手前）

▲現地調査を行なうメンバー
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